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慮（r=.711, p ＜ 0.1）、学歴（r=.372, p ＜ 0.5）、また自殺念慮と学歴（r=.513, 
p ＜ 0.5）、雇用形態（r=.524, p ＜ 0.5）の間に有意な相関がみられた。つぎに、
先述のように群分けした SDS 高群（8名、平均 54.8 点）、SDS 低群（7名、
























SDS 高群 SDS 低群
抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数 抽出語 出現回数
1 思う 220 26 受ける 27 1 思う 130 26 年金 23
2 仕事 178 27 場合 27 2 仕事 124 27 面 22
3 今 161 28 働く 27 3 今 78 28 ストレス 21
4 言う 100 29 保護 27 4 自分 75 29 感じる 21
5 気持ち 98 30 探す 26 5 言う 60 30 行く 21
6 自分 98 31 失う 25 6 失業 59 31 試験 21
7 生活 96 32 当然 25 7 人 59 32 ハローワーク 20
8 失業 79 33 無い 25 8 気持ち 53 33 出る 20
9 人 67 34 面 25 9 会社 47 34 一番 19
10 前 65 35 関係 24 10 状態 39 35 見る 19
11 会社 58 36 支援 24 11 現在 36 36 支援 19
12 考える 54 37 ある程度 23 12 良い 34 37 資格 19
13 相談 45 38 心 23 13 受ける 33 38 受かる 19
14 状態 41 39 入る 23 14 変わる 32 39 場合 19
15 一番 40 40 分かる 23 15 質問 31 40 月 18
16 出る 38 41 来る 23 16 生活 30 41 形 17
17 行く 37 42 お金 22 17 書く 29 42 働く 17
18 変わる 35 43 持つ 22 18 前 29 43 難しい 17
19 ストレス 34 44 自殺 22 19 お金 27 44 来る 17
20 家族 34 45 書く 22 20 探す 24 45 活動 16
21 聞く 33 46 保険 22 21 分かる 24 46 持つ 16
22 現在 32 47 悪い 20 22 聞く 24 47 失う 16
23 感じ 31 48 人材 20 23 感じ 23 48 実際 16
24 派遣 30 49 話 20 24 考える 23 49 入る 16










































































さらに、対応分析においては、SDS 高群および SDS 低群のそれぞれから
抽出された語と便宜的に付与したケース番号によって図３,図４のように分
析された。SDS 高群と SDS 低群を比較すると、SDS 高群が全体的にやや原










































SDS 得点に関連があるのかもしれない。換言すれば、SDS 得点は “ 現在のつ















































性を含む 14 名）の方のうち、6名が起伏のない “ 平板 ” な曲線を描いてい
たとの結果があることから、今回の分析と組み合わせて検討をおこなうこと
で、当事者の心理的な変化をある程度把握することが可能となり、的確な支
援につなげることができるものと考える。
Ⅴ . 今後の課題
本研究においては分析に際し、KJ 法による分類とテキストマイニングの
手法を併用したが、先行研究に示される通り、KJ 法による分類の結果が、
計量的な分析によっても確認されることとなった。今後は、どのような対象
に、いつ、どのような支援が必要かについて、さらに考察を深めていく必要
があるものと考える。ことに、支援ニーズが「ない」とする人へは支援の難
しさがある。ニーズが「ない」のではなく、「思いつかない」あるいは「言
語化できない」といったことが推測されるが、顕在化しているニーズだけで
はなく、潜在ニーズを探ることが求められよう。本研究の結果から、心身の
状態や困窮の度合い等により、支援の内容やアプローチの方法を柔軟に変え
る必要があると思われるが、このことからも、まず失業中の方の心身の状態
をスクリーニングすることは有用であると考える。
また、今回は除外したが、女性対象者の語りとの比較により、新たな知見
が得られることも考えられる。今回の調査においては、地域特性を考慮する
必要があるものと思われるが、サンプル数に限りがあり、欠損値も多く存在
したことから、同様の調査を継続しておこなっていくことも検討すべき課題
であると思われる。
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